













































































る。私 言葉にそむいてあとに残るかぐや姫ゆえに。 」と恨みがましい思いを訴えるが、かぐや姫の返歌は「葎がはい広がっているような粗末な住居でも長年暮らしてきた私が、どうして今さら玉の御殿を見る気になりましょうか。到底そんな気になれません。 」 身分差を盾 は きりと帝を拒否する内容となっている。　
実際の授業では、ワークシートによって和歌の読解をしたが、それぞれの
















のだ。和歌においては帝に対する心 描かれていたのに、直後に続く地文では翁への心情に変化しているのだ。これもま 、 歌と地の文の矛盾はないか。　
かぐや姫の二首の和歌も帝 和歌同様、贈答歌の体をなしていない。難題
譚の和歌はおおよそ贈答歌の体をなしている に、帝と ぐや姫の和歌は一見すると贈答に見えないのだ。前の歌を受けることばがなく、独立しる。 （注２）と指摘する。
　
地の文と和歌は、甚だ矛盾しており、通常の恋物語とは異なる関係性を示
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状況から、男に高安の女（新しい妻）が出現する。そこへ行く男のことを想い、一人家で女が詠む独詠歌も、秀逸である。７風吹くと沖つ白波たつた山夜半には君がひとり越ゆらむ　「いとよう化粧じて、うちながめて」からは、男を送り出すときは何事もないように気丈に振舞っているが、崩れそうな心を支えるために化粧をし、それでも物思 にふけって、恨みごとを言うのでもなくただ だ男の身 案じる無償の愛を吐露する歌に感動し、男は高安 行かなくな 。　たまたま高安に来てみると、全く気を許して優雅な振る舞いはしなくなっ
た女に幻滅し、高安の女から、８君があたり見つつを居らむ生駒山な隠しそ雨は降ると９君来むといひし夜ごとに過ぎぬれば頼まぬものの恋ひつつぞ経ると二回も和歌を送られても男は返歌すらし かった。　
ここでは、なぜ高安の女には幻滅し、もとの女に戻ったのか、和歌と地の










































































土佐に赴任中亡くし 娘を「わが恋ふる人」 「白玉」と喩え おり、忘れ貝を共に使っている。 「忘れ貝」とはハマグリ科の一種で、二枚貝であること


















　「東下り」では、 「身をえうなき者」に思った男が、都を離れ東国へ行く。三河の国八橋 、かきつばたが咲いているのを見 ある人 「かきつばたの五文字を歌の初めに置いて、旅 心を詠め」と言われ 男は次 歌を詠む。14 唐衣きつつなれにしつましあればはるばるきぬる旅をしぞ思ふ
　
これは、折句と掛詞「妻・褄」 「はるば ・張る」 「来・着」と「唐衣」
「褄」 「張る」 「着」と縁語も使われている。これほど技巧満載の和歌が、なぜその場にいた皆の涙を誘ったのか。　
核心は、都に愛する妻がいるから（上句） 、遠く離れての旅が悲しい（下














































































































































































































































































土佐に赴任中亡くし 娘を「わが恋ふる人」 「白玉」と喩え おり、忘れ貝を共に使っている。 「忘れ貝」とはハマグリ科の一種で、二枚貝であること
































































21 ものかはと君がいひけん鳥 音 今朝しもなどか悲しかるらん
　
来るべき人を期待しながらも危うんで待つ宵、しだいに夜は更けて初夜の
鐘が鳴り、中夜の鐘も鳴ろうとするような時間帯（六時頃から十時頃）のときめきと不安である。その交差する思いを抱いて聞く鐘の声のせつなさ 比べれば、たしかに朝の別れは「飽かぬ別れ」であるが、またの日の固い約束が信じられるなら らかで、 「待つ宵」の情緒の方が自分は好ま いと言っている。 （注６）　
待宵を勝るといって、暁の「あかぬ別れの身はものかは」と詠んだ小侍従


















































































































































しみ（る） 」という体感を加えた。 （中略） 「秋風」は男が女に飽きたことをあらわします。 「秋」は「飽き」の掛詞です。男の心は深草をかき分けて吹いてくる秋風のように冷たく変わったというのです。それなら「秋風身 しみて」はだれの「身にしみる」のでしょうか 作者の俊成でしょうか。男に捨てられる一二三段 女、それとも鶉でしょうか。捨てられた女が鶉になって待つというのですから、女ではなく鶉とみるべきです。　
しかし私達は一二三段を知っており、それと比較して俊成の歌を鑑賞しま
す。そういう読者には鶉の姿が胸に痛く感じられ、鶉とおなじように「秋風」が身にしみ きます。なかには、俊成自身が一二三段をそ 読み取って詠んだのだろ と思う人もいるで ょう この歌は、読者側のさまざまな想像を許容する意味の深い歌になっています。　
それと関連して、もう一つ注意すべき事があります。一二三段は二人の愛
の回復を語って閉じられますが、俊成 歌はどうでしょう。 「夕」は男が愛する女のもとにやってくる時間です。なのに冷たい秋風が吹き荒んでいる。俊成が新しく設定したこの場面は、二人の愛 ひとたび みがえり、やっぱり破局に終わった 物語 い ように見え　
俊成は一二三段のあとに続く、さらに悲しい愛の結末を構想したのではな
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取物語』を除いて、他のものはそれぞれ中心に学習すべきテーマや修辞技法、贈答歌における両者 関係性、独詠歌など、多岐にわたっていて、和歌の学習内容としては大部分が網羅できていると思われた 読解が複雑で難しいものは 高校三年生に置かれていた。今回取り上げたのは、割合定番のものであると思うが、 『今物語』などは最近新しく取り上げられている。学校で採用する教科書によっては、入っていなかったり、別のものもあるので、三学年全体を見回しての教材編成を考えることが必要となる。　
大切なのは、この教材では何をメインとして和歌を指導していくのかとい
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40。
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